
明
治
二
〇
年
代
高
等
師
範
学
校
附
属
小
学
校
に
お
げ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
直
観
教
授
実
践
の
歴
史
的
展
開

新
　
井
　
孝
　
喜

研
究
の
目
的
と
課
題

　
本
稿
は
、
明
治
二
〇
年
前
後
の
小
学
校
に
お
げ
る
直
観
教
授
の

実
践
の
な
か
で
、
直
観
教
授
が
、
事
物
に
つ
い
て
の
内
容
を
扱
う

「
教
科
」
の
教
授
法
と
L
て
定
着
し
て
い
っ
た
過
程
を
示
す
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

　
明
治
一
〇
年
代
後
半
に
「
開
発
教
授
」
と
い
う
名
称
で
広
く
普

及
し
た
教
授
法
と
し
て
の
直
観
教
授
は
、
明
治
二
〇
年
代
に
は
い

る
と
、
そ
の
形
骸
化
を
批
判
さ
れ
、
ま
た
ヘ
ル
バ
ル
ト
派
の
教
授

理
論
の
普
及
の
影
に
隠
れ
て
、
徐
々
に
教
授
法
研
究
の
中
心
間
題

で
は
な
く
な
っ
て
い
く
。
し
か
し
、
明
治
三
〇
年
前
後
に
は
、
高

等
師
範
学
校
附
属
小
学
校
（
以
下
、
高
師
附
小
）
で
、
「
地
理
」
。

「
歴
史
」
あ
る
い
は
「
日
本
地
理
」
の
低
学
年
で
の
教
授
と
し
て

「
近
易
ナ
ル
事
物
」
の
教
授
が
設
定
さ
れ
、
「
庶
物
ノ
直
観
教
授
」

（
「
尋
常
小
学
地
理
歴
史
理
科
」
）
と
い
う
「
教
科
」
の
特
設
が
な

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
一
」
う
し
た
、
直
観
教
授
を
教
授
法
の
原
理
に
す
え
た
「
教
科
」

の
設
定
は
、
各
「
教
科
」
に
わ
た
る
教
授
法
と
し
て
導
入
さ
れ
、

成
立
し
た
「
開
発
教
授
」
が
、
や
が
て
そ
の
適
用
範
囲
を
限
定
さ

せ
て
、
事
物
に
つ
い
て
の
入
門
期
の
教
授
と
し
て
の
「
直
観
教

授
」
へ
と
姿
を
変
え
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
明
治
期
の
教
授
法
に
つ
い
て
の
研
究
で
は
、
こ
う

し
た
直
観
教
授
の
歴
史
的
展
開
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
明
ら
か
に

さ
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
く
つ
か
の
先
行
研
究
に
つ
い
て
、

こ
の
占
州
を
み
て
み
た
い
。
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「
庶
物
指
教
」
と
「
開
発
教
授
」
と
い
う
、
明
治
一
〇
年
代
ま

で
の
日
本
で
の
直
観
教
授
の
受
容
の
結
果
と
L
て
試
み
ら
れ
た
教

授
法
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
に
数
多
く
な
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
至
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
牡

伊
藤
四
三
九
（
、
堀
松
武
一
（
、
西
脇
英
逸
（
、
麻
生
千
明
（
等
、
多

く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
、
東
京
師
範
学
校
（
高
等
師
範
学
校
、
東

京
高
等
師
範
学
校
の
前
身
）
を
中
心
と
す
る
、
ア
メ
リ
カ
。
ペ
ス

タ
ロ
ッ
チ
主
義
に
基
、
づ
く
教
授
法
の
輸
入
と
そ
の
目
本
的
改
変
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
寺
子
屋
に
お
げ
る
、
個
別
の
「
手
習

い
」
と
い
う
学
習
方
法
に
か
わ
っ
て
、
近
代
学
校
の
「
学
級
」
で

の
一
斉
教
授
法
と
し
て
直
観
教
授
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
は
、
広
く

知
ら
れ
て
い
る
歴
史
的
事
実
で
あ
る
。

　
ま
た
、
そ
の
普
及
過
程
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
、
「
開

発
教
授
論
」
を
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
東
京
師
範
学
校
校
長
の
伊
沢

修
二
お
よ
び
高
峰
秀
夫
の
は
た
し
た
役
割
や
、
そ
の
影
響
を
受
げ

た
若
林
虎
三
郎
。
白
井
毅
編
『
改
正
教
授
術
』
（
一
八
八
三
、
四
－

明
治
ニ
ハ
、
七
－
年
）
の
内
容
の
特
徴
に
つ
い
て
も
、
稲
垣
忠
彦

5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
U

（
、
中
川
隆
（
等
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
こ
う
し
た
「
中
央
」
の
教
育
理
論
が
各
地
に
普
及
し
て
い
く

実
態
が
、
各
地
方
の
教
育
史
の
堀
り
お
こ
し
の
中
で
明
ら
か
に
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
o

れ
て
き
た
。
伴
野
敬
一
（
長
野
）
（
、
阿
波
根
直
誠
（
沖
縄
）
（
等

の
研
究
は
、
そ
れ
に
あ
た
る
。

　
こ
れ
ら
の
研
究
を
通
し
て
、
明
治
一
〇
年
代
に
一
世
を
風
塵
L

た
「
開
発
教
授
」
が
、
次
の
よ
う
な
特
徴
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。

　
①
あ
る
事
物
を
示
し
な
が
ら
そ
れ
に
つ
い
て
の
問
答
を
繰
り
返

　
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
の
知
識
。
認
識
の
「
開

　
発
」
を
は
か
ろ
う
と
L
て
い
た
こ
と
。

　
②
間
答
と
い
う
方
式
の
内
包
す
る
形
式
性
や
そ
れ
を
実
行
す
る

　
教
員
の
未
熟
さ
も
あ
っ
て
、
「
開
発
教
授
」
は
形
骸
化
し
て

　
い
っ
た
こ
と
。

　
③
こ
う
し
た
形
骸
化
の
根
底
に
は
、
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
が
も
っ
て

　
い
た
直
観
原
理
の
思
想
性
へ
の
理
解
が
欠
如
し
て
い
た
こ
と
。

　
さ
ら
に
、
教
育
内
容
の
統
制
が
、
直
観
原
理
の
理
念
の
把
握
を

　
必
要
と
L
な
い
「
教
授
法
」
の
普
及
を
助
長
し
た
。

　
そ
し
て
、
こ
う
し
た
特
徴
を
持
っ
た
「
開
発
教
授
」
に
代
わ
っ

て
、
明
治
二
〇
年
代
後
半
以
降
に
は
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
派
の
理
論
が

主
流
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
過
程

は
、
稲
垣
に
よ
っ
て
「
公
教
育
教
授
定
型
」
と
し
て
示
さ
れ
て
い

る
が
、
一
方
で
、
明
治
二
〇
年
代
に
お
い
て
「
開
発
教
授
」
が
ど

の
よ
う
に
変
貌
を
遂
げ
た
か
に
つ
い
て
の
研
究
も
重
ね
ら
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
）

る
。
例
え
ば
、
小
松
周
吉
（
は
、
石
川
県
を
事
例
と
し
て
「
開
発
教

授
」
の
停
滞
の
理
由
と
関
連
さ
せ
て
実
業
教
育
振
興
の
教
育
行
政
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の
動
き
を
説
明
し
て
い
る
。
小
松
の
指
摘
は
、
各
科
の
実
用
性
の

強
調
と
結
び
つ
い
た
実
業
教
育
振
興
の
動
き
が
、
「
開
発
教
授
」

に
「
五
段
階
教
授
」
を
「
接
木
」
す
る
役
割
を
果
た
し
た
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
）

も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
今
野
三
郎
Q
は
、
「
開
発
教
授
」
に
つ

い
て
の
批
判
の
質
が
、
一
八
八
九
（
明
治
二
二
）
年
前
後
か
ら
変

化
し
、
そ
れ
ま
で
は
「
開
発
教
授
」
に
賛
成
の
立
場
か
ら
の
批
判

で
あ
っ
た
も
の
が
、
そ
れ
以
降
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
派
に
依
拠
し
た
国

家
主
義
的
な
教
育
理
念
に
基
づ
く
批
判
が
主
流
を
占
め
る
よ
う
に

な
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
中
川
隆
O
は
、
「
開
発
教
授
」

が
一
般
的
な
教
授
術
と
し
て
の
「
間
答
法
」
の
発
展
を
伴
い
な
が

ら
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
派
教
育
学
と
融
合
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て

い
る
。

　
以
上
、
明
治
一
〇
年
代
お
よ
び
二
〇
年
代
の
「
開
発
教
授
」
の

特
徴
を
明
ら
か
に
L
て
き
た
先
行
研
究
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
そ

れ
で
は
、
高
師
附
小
に
お
け
る
直
観
教
授
の
実
践
と
L
て
、
こ
の

「
開
発
教
授
」
の
消
長
を
見
る
と
、
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
判
明
す

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
直
観
教
授
の
実
践
に
関
連
す
る
も
の
に
限
っ

て
明
治
二
〇
年
代
の
高
師
附
小
の
動
向
に
つ
い
て
記
述
し
た
先
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

研
究
を
あ
げ
る
と
、
梅
根
悟
Q
、
稲
垣
忠
彦
Q
、
溝
上
泰
α
、
川
合

　
5
）
章
（
等
の
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
で
は
、
「
開
発
教
授
」
の

後
に
続
く
直
観
教
授
の
実
践
成
果
と
し
て
の
一
八
九
二
（
明
治
二

五
）
年
の
高
師
附
小
の
『
小
学
科
教
授
細
目
』
の
検
討
が
行
わ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
『
小
学
科
教
授
細

目
』
に
記
さ
れ
た
「
地
理
歴
史
」
科
に
は
、
小
学
校
低
学
年
段
階

か
ら
の
「
理
科
」
に
相
当
す
る
内
容
が
含
ま
れ
、
ま
た
そ
の
教
授

の
方
法
を
み
て
み
る
と
、
実
物
に
よ
る
教
授
と
し
て
の
直
観
教
授

の
原
理
を
踏
襲
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
「
地
理

歴
史
」
科
に
は
、
教
授
内
容
と
し
て
身
近
な
事
物
が
含
ま
れ
、
教

授
方
法
と
し
て
そ
の
事
物
を
実
際
に
観
察
す
る
と
い
う
こ
と
が
行

わ
れ
る
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
い
ず
れ
の
先
行
研
究
に
お
い
て
も
、
高
師
附
小
に
お

い
て
明
治
二
〇
年
代
以
降
も
直
観
教
授
の
実
践
が
継
続
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
過
程
で
ど
の
よ

う
な
変
遷
が
あ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な

い
。
高
師
附
小
が
、
直
観
教
授
に
｝
」
だ
わ
り
続
げ
、
そ
の
後
、
直

観
教
授
の
原
理
に
基
づ
く
単
独
の
「
教
科
」
の
特
設
に
ま
で
た
ど

り
つ
い
た
理
由
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、
こ
の
問
の
事
椿
を
さ
ら

に
詳
細
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
、
先
行
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
点
と
し
て
、
明

治
二
〇
年
代
の
直
観
教
授
の
実
践
の
流
れ
に
そ
っ
て
示
さ
れ
る
次

の
二
点
を
、
本
稿
の
課
題
と
し
て
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
①
明
治
二
〇
年
前
後
の
「
開
発
教
授
」
の
隆
盛
の
時
点
で
、
後
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に
独
立
の
「
教
科
」
と
し
て
設
定
さ
れ
る
可
能
性
を
も
つ
教
授

内
容
は
ど
の
よ
う
な
も
の
と
L
て
構
想
さ
れ
て
い
た
の
か
。

②
明
治
二
〇
年
代
の
高
師
附
小
に
お
け
る
直
観
教
授
の
実
践
は
、

ど
の
よ
う
な
過
程
で
進
め
ら
れ
た
の
か
。

二
　
研
究
の
方
法

上
に
示
し
た
研
究
課
題
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
本
稿
で
は

次
の
よ
う
な
方
法
を
と
る
。

①
明
治
二
〇
年
前
後
の
高
師
お
よ
び
高
師
附
小
に
お
げ
る
「
開

発
教
授
」
の
実
践
状
況
を
、
当
時
刊
行
さ
れ
た
関
係
者
の
執
筆

し
た
単
行
本
や
教
育
雑
誌
の
記
事
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
。

そ
の
際
の
視
点
は
、
ソ
」
の
時
点
で
の
「
開
発
教
授
」
の
実
践
姿

勢
、
あ
る
い
は
理
論
的
把
握
が
、
教
授
内
容
を
あ
る
特
定
の
領

域
に
限
定
さ
せ
る
よ
う
な
方
向
を
も
っ
て
い
た
か
ど
う
か
と
い

う
点
に
置
く
。

　
「
開
発
教
授
」
の
形
式
化
が
批
判
さ
れ
、
一
時
の
隆
盛
を
過

ぎ
た
時
、
そ
れ
で
も
な
お
、
直
観
教
授
の
可
能
性
に
注
目
す
る

者
た
ち
は
、
そ
の
特
性
を
ど
の
よ
う
な
内
容
領
域
に
生
か
そ
う

と
し
て
い
た
の
か
、
ま
た
そ
れ
が
可
能
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か

が
、
そ
の
隆
盛
の
時
点
で
の
問
題
と
し
て
、
ソ
」
れ
に
よ
っ
て
明

　
ら
か
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

　
②
明
治
二
〇
年
代
の
高
師
附
小
に
お
け
る
直
観
教
授
に
関
連
す

　
る
「
教
科
」
の
編
成
は
ど
の
よ
う
に
推
移
し
た
の
か
を
、
高
師

　
附
小
の
教
育
課
程
の
変
遷
や
一
八
九
二
年
の
『
小
学
科
教
授
細

　
目
』
中
の
記
述
か
ら
明
ら
か
に
す
る
。

　
こ
れ
ら
の
作
業
の
際
に
用
い
る
史
料
は
、
①
に
つ
い
て
は
、
若

林
・
自
井
編
『
改
正
教
授
術
』
、
高
師
関
係
者
の
執
筆
し
て
い
る

『
東
京
若
渓
会
雑
誌
』
・
『
教
育
時
論
』
等
の
雑
誌
の
記
事
、
②

に
つ
い
て
は
、
『
高
等
師
範
学
校
附
属
学
校
規
則
』
、
『
高
等
師
範

学
校
一
覧
』
、
高
等
師
範
学
校
の
『
小
学
科
教
授
細
目
』
等
で
あ

る
。三

，
明
治
二
〇
年
前
後
の

「
開
発
教
援
」
実
践
の
状
況

　
①
『
改
正
教
授
術
』
に
み
る
「
開
発
教
授
」
の
特
徴

　
一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
の
「
学
制
」
公
布
以
来
、
日
本
で
は

近
代
学
校
の
組
織
。
教
育
内
容
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
方
法
が
模
索

さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
近
世
以
来
の
「
手
習
い
」
に
代
わ
る
、
学
級

制
に
対
応
し
た
一
斉
教
授
の
方
法
で
あ
っ
た
。
新
し
い
教
授
法
を

実
践
し
、
そ
の
全
国
へ
の
普
及
に
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
た
の
が
、

一
八
七
二
（
明
治
五
）
年
に
設
立
さ
れ
た
師
範
学
校
（
後
、
東
京
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師
範
学
校
、
高
等
師
範
学
校
を
経
て
、
一
九
〇
二
！
明
治
三
五
－

年
に
東
京
高
等
師
範
学
校
と
な
る
）
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は
、
ア

メ
リ
カ
。
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
主
義
の
直
観
教
、
授
が
実
践
さ
れ
、
は
じ

め
「
問
答
」
科
が
設
定
さ
れ
（
一
八
七
三
－
明
治
六
－
年
）
、
つ
い

で
そ
れ
が
「
実
物
」
科
へ
と
改
変
さ
れ
て
い
く
（
一
八
八
○
1
明

治
二
二
－
年
）
。

　
関
治
一
〇
年
前
後
の
「
間
答
」
、
「
実
物
」
の
両
科
は
、
ア
メ
リ

カ
。
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
主
義
の
直
観
教
授
（
◎
g
8
叫
一
窃
ω
§
）
を

日
本
の
実
状
に
合
わ
せ
て
翻
案
し
た
「
庶
物
指
教
し
に
代
表
さ
れ

る
直
観
教
授
の
試
み
で
あ
っ
た
。
し
か
」
、
政
府
の
教
育
内
容
統

制
に
対
応
す
る
形
で
、
と
の
試
み
は
変
更
を
迫
ら
れ
、
直
観
教
授

に
対
応
す
る
内
容
を
「
教
科
」
と
し
て
独
立
さ
せ
て
い
た
時
期
は

短
か
っ
た
。

　
そ
し
て
、
独
立
の
「
教
科
」
領
域
で
の
直
観
教
授
に
か
わ
っ
て
、

全
教
科
に
わ
た
る
教
授
法
の
原
則
と
し
て
、
「
開
発
教
授
」
が
採

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
、
先
の
「
問
答
」
科
が
暗
記
主

義
に
陥
っ
た
弊
害
へ
の
批
判
意
識
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
も
の
で

あ
り
、
暗
記
で
は
な
く
子
ど
も
の
知
識
。
認
識
を
間
答
に
よ
っ
て

「
開
発
」
L
よ
う
と
い
う
意
図
を
持
っ
て
い
た
。

　
「
開
発
教
授
」
の
実
践
の
中
心
地
も
ま
た
、
東
京
師
範
学
校
で

あ
っ
た
。
明
治
一
〇
年
代
に
相
次
い
で
校
長
を
務
め
た
伊
沢
修
二

と
高
峰
秀
夫
は
、
と
も
に
ア
メ
リ
カ
ヘ
の
留
学
を
経
験
し
て
お
り
、

そ
こ
で
「
開
発
教
授
」
を
生
み
出
す
直
観
教
授
の
原
理
を
学
ん
で

い
た
。
こ
れ
が
、
日
本
で
、
東
京
師
範
学
校
に
お
け
る
試
行
を
ふ

ま
え
て
、
同
校
お
よ
び
附
属
小
学
校
の
教
員
で
あ
る
若
林
虎
三
郎

と
自
井
毅
に
よ
っ
て
『
改
正
教
授
術
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た

（
一
八
八
三
－
明
治
ニ
ハ
ー
年
）
。

　
そ
の
教
授
の
主
義
は
、
子
ど
も
の
「
天
性
」
を
活
発
な
も
の
で

あ
る
と
み
な
し
、
自
然
の
順
序
で
「
心
力
」
を
開
発
す
る
、
と
L

た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
ナ
」
に
示
さ
れ
た
い
く
つ
か
の
教
授
法
の
例

か
ら
、
そ
の
特
徴
を
み
て
み
よ
う
。

ま
ず
、

二
、

　
二
、教生教生教

生
、

「
作
文
」
の
例
で
あ
る
。

題
目
　
此
梅
ノ
花
差
上
侯

方
法（
梅
ノ
花
ヲ
持
チ
テ
）
是
ハ
何
ナ
リ
ヤ

梅
ノ
花
ナ
リ
級
決
教
可

梅
ノ
花
ト
書
シ
得
ル
モ
ノ
ア
リ
ヤ

一
生
来
リ
テ
書
板
ス
級
決
　
教
可
　
各
斉
　
各
唱

今
此
ノ
梅
ノ
花
ヲ
某
生
。
。
。
ヨ
リ
某
生
二
由
。
。
贈

ラ
ソ
ト
ス
ル
ニ
言
語
ヲ
用
ヰ
ズ
ツ
テ
手
紙
ヲ
以
テ
セ
ソ

ト
ス
　
如
何
二
書
ス
ベ
キ
ヤ
知
ル
モ
ノ
ハ
挙
手
セ
ヨ

。
。
田
此
梅
ノ
花
ヲ
遺
ル
ト
書
ス
ベ
シ
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二
。
此
梅
ヲ
上
ゲ
マ
ス
ト
書
ス

　
　
教
、
略
ボ
善
シ
　
マ
ス
ハ
俗
言
ナ
リ
　
他
二
如
何
二
書
ス
ベ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
）

　
　
　
キ
カ
。
。
。
」
（

　
こ
こ
か
ら
わ
か
る
の
は
、
ま
ず
梅
の
実
物
を
子
ど
も
に
見
せ
、

具
体
的
な
場
面
を
設
定
し
な
が
ら
手
紙
の
書
き
方
を
わ
か
ら
せ
て

い
く
と
い
う
授
業
の
流
れ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

具
体
的
な
事
物
を
出
発
点
と
し
て
、
間
答
に
よ
っ
て
子
ど
も
か
ら

答
え
を
引
き
出
す
と
い
う
「
開
発
」
の
把
握
が
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

　
「
算
術
」
の
場
合
も
、
こ
れ
と
同
様
に
、
二
つ
し
と
い
う
観
念

を
開
発
す
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
に
一
つ
ず
つ
石
や
豆

な
ど
を
持
た
せ
、
ど
ん
な
も
の
で
あ
っ
て
も
数
と
し
て
の
1
は
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
）

で
あ
る
こ
と
を
わ
か
ら
せ
よ
う
と
し
て
い
く
（
。
こ
れ
は
、
物
そ

の
も
の
の
特
徴
や
性
質
に
依
存
し
な
い
実
物
の
提
示
で
あ
る
。

　
ま
た
、
「
地
理
」
の
場
合
は
、
は
じ
め
「
方
位
」
、
「
距
離
」
か
ら

教
え
ら
れ
、
室
内
の
物
の
位
置
、
校
内
の
物
の
位
置
を
知
っ
て
い

き
、
や
が
て
地
図
が
読
め
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
流
れ
で
教
授
が

行
わ
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
教
授
は
、
学
校
の
周

り
の
地
理
の
理
解
へ
と
広
が
り
、
そ
の
知
識
は
「
実
地
ノ
観
察
」

を
踏
ま
え
た
確
か
な
も
の
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
「
此
課
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
）

。
喧
・
実
地
二
伴
ヒ
テ
観
察
セ
ツ
ム
ル
ヲ
最
良
法
ト
ス
」
（
と
い

う
地
理
教
授
に
と
っ
て
の
直
観
教
授
の
原
則
が
、
こ
こ
に
は
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
は
、
地
理
教
授
の
方
法
と
し
て
実

物
の
（
あ
る
い
は
実
地
の
）
「
観
察
」
が
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
以
上
か
ら
、
『
改
正
教
授
術
』
に
示
さ
れ
た
「
開
発
教
授
」
の
特

徴
は
、
①
教
授
の
導
入
に
あ
た
っ
て
は
、
実
物
を
提
示
す
る
、
②

間
答
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
の
知
識
や
認
識
を
広
げ
て
い
く
、
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
る
。

　
一
方
、
「
作
文
」
。
「
算
術
」
の
場
合
と
「
地
理
」
の
場
合
を
比

べ
て
み
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
実
物
の
提
示
（
あ
る
い
は
子
ど
も

に
よ
る
「
観
察
」
）
が
、
教
授
の
導
入
と
し
て
の
み
意
味
を
持
っ
て

い
る
場
合
と
、
後
ま
で
教
授
の
主
要
な
方
法
と
し
て
行
わ
れ
る
場

合
と
が
あ
る
こ
と
も
、
一
ご
し
か
ら
は
読
み
取
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

「
開
発
教
授
」
は
、
各
「
教
科
」
に
共
通
の
教
育
方
法
と
し
て
、

実
物
の
提
示
と
間
答
を
取
り
入
れ
た
が
、
そ
の
適
用
の
範
囲
は
、

教
材
に
応
じ
て
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
い
い

か
え
れ
ぼ
、
実
物
に
よ
る
教
授
が
ふ
さ
わ
し
い
「
教
科
」
（
内
容
）

と
そ
う
で
な
い
「
教
科
」
と
が
あ
り
、
す
べ
て
の
「
教
科
」
や
教

授
内
容
に
わ
た
っ
て
実
物
教
授
が
一
貫
し
て
い
る
わ
げ
で
は
な
い

の
で
あ
る
。

　
多
く
の
教
師
は
、
こ
の
違
い
を
無
視
し
て
、
無
限
定
に
「
開
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発
」
と
称
し
て
実
物
の
提
示
と
間
答
と
を
行
っ
た
。
こ
こ
に
、
後

に
実
物
を
示
し
て
そ
れ
へ
の
間
答
を
繰
り
返
し
て
い
く
と
い
う

「
開
発
教
授
」
が
形
骸
化
さ
れ
て
い
く
主
な
原
因
を
み
る
こ
と
が

で
き
る
。
し
か
し
、
逆
に
い
え
ば
、
実
物
の
提
示
や
間
答
に
よ
る

教
授
が
ふ
さ
わ
し
い
教
授
の
段
階
や
教
材
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
確

認
し
て
い
く
こ
と
が
、
直
観
教
授
の
発
展
を
も
た
ら
す
こ
と
に
も

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
続
い
て
、
そ
う
し
た
直
観
教
授
の
積
極
面
に
着
冒
し
た
主
張
の

い
く
つ
か
を
み
て
い
き
た
い
。

　
②
丸
尾
錦
作
の
「
実
物
課
」
に
お
け
る
子
ど
も
の
「
知
識
」
観

丸
尾
錦
作
（
長
崎
県
猶
興
館
学
長
）
は
、
　
一
八
八
七
（
明
治
二

〇
）
年
の
『
東
京
著
渓
会
雑
誌
』
に
「
実
物
課
」
と
い
う
論
説
を

掲
載
し
て
、
子
ど
も
の
年
齢
に
そ
っ
た
教
授
内
容
と
方
法
が
必
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

で
あ
る
こ
と
を
主
張
L
た
（
。

　
こ
の
時
期
に
は
、
す
で
に
附
小
で
の
「
教
科
」
と
L
て
の
「
実

物
」
科
は
存
在
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
「
開
発
教
授
」
の
誤
用
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
）

い
て
の
批
判
も
出
始
め
て
い
た
c
。
そ
の
よ
う
な
時
期
に
、
丸
尾

は
、
「
児
童
ノ
知
識
ハ
実
物
ナ
リ
」
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
内
容
を
み
て
み
よ
う
。

　
丸
尾
は
、
予
ど
も
の
成
長
を
「
実
物
経
験
ノ
区
域
」
に
分
け
て
、

次
の
よ
う
に
示
し
た
。

　
　
）

　
「
1
誕
生
ヨ
リ
一
個
年
ハ
支
体
運
動
及
五
管
ノ
発
達
ヲ
専
シ
兼

　
　
（

　
　
テ
他
動
二
因
テ
少
シ
ク
五
感
ヲ
練
習
ス

　
　
）

　
　
2
一
年
ヨ
リ
ニ
年
ノ
終
迄
ハ
四
肢
発
育
シ
テ
歩
行
ヲ
始
ム

　
　
（

　
　
ル
ヲ
以
テ
父
母
ノ
給
与
シ
タ
ル
物
体
及
ビ
自
動
二
因
テ
室
内

　
　
ノ
器
物
ヲ
玩
弄
シ
其
ノ
変
化
ヲ
経
験
ス

　
　
）

　
　
3
三
年
ヨ
リ
四
年
ノ
終
迄
ハ
既
二
室
内
ノ
経
験
二
厭
倦
シ

　
　
（

　
　
且
経
験
ノ
範
囲
ヲ
拡
張
シ
家
宅
近
傍
二
歩
行
ツ
動
植
鉱
ノ
諸

　
　
物
ヲ
観
察
シ
且
其
実
物
ヲ
変
化
セ
シ
メ
テ
経
験
ス

　
　
）

　
　
4
五
年
ノ
一
年
ハ
多
年
ノ
経
験
二
因
リ
テ
経
験
ノ
範
囲
ヲ

　
　
（

　
　
拡
張
ス
ル
ト
共
二
実
物
ノ
名
称
及
物
体
関
係
ノ
容
易
ナ
ル
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
　
念
ヲ
心
意
二
印
象
ス
ル
ニ
至
ル
」
（

　
丸
尾
は
、
こ
こ
に
、
子
ど
も
が
「
誕
生
ヨ
リ
六
年
迄
心
意
ノ
発

達
二
伴
随
シ
テ
実
物
二
因
テ
智
識
ヲ
得
ル
」
こ
と
を
示
し
、
さ
ら

に
、
「
児
童
ハ
実
物
二
非
ラ
ザ
レ
バ
智
識
ヲ
得
ル
能
ハ
ズ
」
と
ま

で
主
張
し
た
。

　
そ
し
て
彼
は
、
知
識
を
「
無
形
界
」
の
も
の
と
「
有
形
界
」
の

も
の
と
に
区
分
し
、
多
く
の
人
が
「
有
形
界
」
に
つ
い
て
の
知
識

は
浅
薄
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
が
そ
う
で
は
な
い
と
論
じ
た
。

「
児
童
ガ
実
物
ヲ
観
察
シ
テ
練
熟
シ
タ
ル
有
形
界
ノ
智
識
ハ
互
二

相
関
係
ツ
テ
次
第
二
無
形
界
ノ
思
想
二
変
化
シ
児
童
ノ
心
意
発
達

二
従
ヒ
実
物
ノ
特
殊
ノ
知
識
ハ
概
括
シ
テ
全
称
二
変
シ
」
て
い
く
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2
2

と
い
う
の
で
あ
る
（
。

　
丸
尾
は
、
こ
う
し
た
「
有
形
界
」
と
「
無
形
界
」
の
知
識
の
関

係
を
、
次
の
よ
う
な
概
念
図
で
示
し
た
。
こ
の
図
の
表
し
て
い
る

意
味
は
、
誕
生
時
に
は
「
有
形
界
」
に
つ
い
て
の
知
識
が
多
く
を

占
め
て
い
る
の
に
対
し
、
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
て
次
第
に
「
無

形
界
」
の
知
識
が
割
合
を
増
や
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
無
極
」
と
い
う
の
は
、
ど
こ
ま
で
も
「
有
形
界
」
に
つ
い
て
の

知
識
が
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

丸
尾
は
こ
の
図
で
、
子
ど
も
の
う
ち
は
「
有
形
界
」
に
つ
い
て
の

知
識
が
主
要
な
も
の
で
あ
る
｝
」
と
を
訴
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隷
蘭

　
餅
罠
靭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
隷
憩
靭

酋
締
　
伽
痢
　
ぎ
舟
　
蟹
舟
　
8
舟
　
撃
栽
　
葺
　
竈
峨
　
抽
Φ
舟
　
価
黒
　
8
刊
冨
）

　
さ
ら
に
丸
尾
は
、
「
有
形
界
」
に
つ
い
て
の
知
識
が
必
要
な
時

期
に
、
そ
れ
が
適
切
に
獲
得
さ
れ
な
い
と
、
結
局
は
、
「
無
形
界
」

に
つ
い
て
の
知
識
も
「
駿
味
模
糊
」
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
と

磐
星
p
し
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
丸
尾
の
幼
芭
少
年
期
に
お
け
る
実
物
を
通
し
た

知
識
の
獲
得
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
指
摘
は
、
経
験
的
な
論
か
ら

の
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
適
切
な
年
齢
で
実
物
に
よ
る
教
授

を
す
る
こ
と
の
必
要
性
の
主
張
士
し
て
注
昌
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
③
「
博
物
学
」
。
「
地
理
学
」
教
授
に
お
け
る
実
物
観
察
の
重

視　
上
で
丸
尾
は
、
「
実
物
課
」
の
教
授
内
容
の
具
体
例
を
あ
げ
て

は
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
同
じ
時
期
に
『
東
京
茗
渓
会
雑
誌
』

に
掲
載
さ
れ
た
記
事
の
な
か
か
ら
、
実
物
に
よ
る
教
授
の
必
要
性

が
示
さ
れ
て
い
る
「
教
科
」
の
例
と
し
て
、
山
縣
悌
三
郎
（
『
少
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

園
』
主
幹
）
の
「
博
物
学
教
授
法
一
班
」
（
と
中
村
五
六
（
東
京
師

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

範
附
小
訓
導
）
の
「
地
理
学
教
授
論
」
C
か
ら
、
教
授
内
容
や
方
法

の
具
体
的
な
姿
を
み
て
み
た
い
。

　
山
縣
は
、
「
博
物
学
」
の
教
授
に
あ
た
っ
て
は
、
「
生
徒
ノ
観
察

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
）

カ
ヲ
十
分
二
発
達
セ
ッ
メ
ソ
コ
ト
ヲ
望
ム
ベ
シ
」
c
と
述
べ
た
後

で
、
「
蝿
」
に
つ
い
て
の
小
学
中
等
科
（
現
在
の
小
学
校
四
学
年
か

ら
六
学
年
に
相
当
）
の
授
業
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
そ
の
授
業
で
は
、
「
教
授
用
器
具
」
と
し
て
、
「
蝿
ヲ
書
キ
タ
ル

図
」
、
蝿
の
各
部
分
の
拡
大
図
、
蝿
を
入
れ
た
ピ
ソ
、
ム
シ
メ
ガ
ネ

が
準
備
さ
れ
て
い
る
。
授
業
の
様
子
を
引
用
L
よ
う
。

　
「
（
一
）
教
師
先
ヅ
通
常
ノ
蝿
ヲ
生
徒
二
示
シ
テ
其
名
ヲ
間
ヒ

　
　
　
　
　
　
然
ル
後
其
翅
ヲ
指
シ
テ
間
ヲ
発
ス

　
　
　
）

　
　
　
教
此
等
ノ
部
分
ハ
何
ト
称
ス
ル
カ
咀
・
。

　
　
　
（
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）

　
　
　
生
翅
ト
称
ス

　
　
　
x

　
　
　
教
蝿
ニ
ハ
幾
許
ノ
翅
ア
リ
ャ

　
　
　
x

　
　
　
生
其
数
二
枚
ア
リ

　
　
　
x

　
　
　
教
両
翅
ノ
大
小
及
ピ
形
状
二
就
キ
テ
汝
等
ノ
視
ル
所
ヲ
言

　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
）

　
　
　
生
両
翅
倶
二
相
均
シ

　
　
　
x

　
　
　
教
翅
ハ
何
レ
ノ
部
二
付
着
セ
ル
カ

　
　
　
x

　
　
　
生
其
体
二
付
着
セ
リ

　
　
　
（

　
　
　
）
一

　
　
　
教
今
汝
等
二
向
ヒ
テ
蝿
ノ
頭
二
就
キ
テ
此
等
ノ
部
分
ヲ
捜

　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
素
セ
ヨ
ト
言
フ
ト
モ
汝
等
ハ
定
メ
テ
之
ヲ
見
出
ス

　
　
　
　
　
　
コ
ト
能
ハ
ズ
ト
思
フ
ナ
ラ
ソ
其
故
ハ
如
何

　
　
　
）

　
　
　
生
頭
ノ
各
部
極
メ
テ
小
ナ
ル
ヲ
以
テ
ナ
リ

　
　
　
（

　
　
　
）
　
　
　
　
ム
シ
メ
ガ
ネ

　
　
　
教
葱
二
顕
徴
鏡
ア
リ
之
ヲ
用
ヒ
テ
蝿
ヲ
見
レ
バ
頗
ル
其
形

　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
ノ
廓
大
ナ
ル
コ
ト
ヲ
視
ル
、
ベ
シ
然
レ
ド
モ
尚
ホ
恐

　
　
　
　
　
　
ク
ハ
汝
等
ハ
其
耳
目
鼻
ロ
ヲ
見
出
ス
コ
ト
能
ハ
ザ

　
　
　
　
　
　
ラ
ソ
是
二
於
テ
教
師
蝿
ノ
図
ヲ
生
徒
二
示
シ
テ
日

　
　
　
　
　
　
ク
蕊
二
二
個
ノ
球
ア
リ
テ
殆
ト
其
頭
ヲ
掩
ヘ
リ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

　
　
　
　
　
　
因
ル
テ
更
二
蝿
ヲ
取
リ
テ
之
ヲ
点
検
セ
シ
ム
」
（

　
こ
の
授
業
の
紹
介
か
ら
は
、
子
ど
も
に
蝿
の
実
物
を
見
せ
て
、

そ
の
形
や
名
称
を
間
う
て
い
く
と
い
う
導
入
の
仕
方
が
わ
か
る
。

そ
し
て
、
さ
ら
に
説
明
が
必
要
に
な
る
部
分
で
は
、
適
宜
図
も
使

用
し
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
か
ら
は
、
「
博
物
学
」
の
授
業
で
は
、
実
物
に
基
づ
く
子
ど

も
の
「
観
察
」
と
、
そ
の
「
観
察
」
を
さ
ら
に
深
め
て
い
く
た
め

の
間
い
が
準
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ン
」
．
れ
は
、
不
自
然

な
授
業
の
進
め
方
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
実
物
の
「
観
察
」
と
、

そ
れ
を
引
き
出
す
間
い
が
ふ
さ
わ
し
い
「
教
科
」
の
場
面
で
は
、

直
観
教
授
が
盛
ん
に
用
い
ら
れ
、
定
着
し
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

　
実
際
の
「
観
察
」
を
重
視
す
る
と
い
う
点
で
は
、
「
地
理
学
」
の

授
業
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
中
村
五
六
は
、
「
地
理
学
」
の

初
歩
の
段
階
で
は
、
「
実
地
二
施
シ
実
物
ヲ
採
ラ
サ
ル
可
ラ
ザ
ル

　
　
　
8
）

　
　
　
2

ナ
リ
」
（
と
主
張
し
て
、
「
地
理
学
」
を
教
え
る
に
あ
た
っ
て
の
方

法
的
な
原
則
を
述
べ
て
い
る
。

　
中
村
は
、
授
業
の
様
子
を
紹
介
し
て
は
い
な
い
が
、
近
隣
の
地

形
を
知
る
た
め
に
、
「
生
徒
ノ
住
屠
セ
ル
地
方
自
然
ノ
有
様
ヲ
観

察
セ
シ
ム
ベ
シ
因
テ
生
徒
ヲ
卒
井
テ
土
曜
或
ハ
目
曜
ノ
循
倖
ハ
欠

　
　
　
　
　
　
　
　
9
）

ク
可
ラ
ザ
ル
ナ
リ
」
C
（
土
曜
咀
日
曜
に
、
子
ど
も
と
散
歩
を
し

て
自
然
を
観
察
せ
よ
と
い
う
こ
と
）
と
述
べ
て
い
る
な
ど
、
観
察

を
広
げ
て
い
く
た
め
の
工
夫
が
み
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
こ
で
は
、

「
地
理
ノ
基
本
タ
ル
諸
物
ヲ
授
ク
ル
ニ
ハ
実
物
教
授
ノ
方
法
二
従
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3
0

フ
」
（
こ
と
が
原
則
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
一
」
の
よ
う
な
山
縣
や
中
村
の
「
博
物
学
」
や
「
地
理
学
」
の
入

門
的
な
教
授
に
お
け
る
観
察
重
視
の
姿
勢
の
前
提
に
は
、
丸
尾
に

み
た
よ
う
な
幼
。
少
年
期
に
お
け
る
具
体
的
な
事
物
の
観
察
（
あ

る
い
は
事
物
へ
の
接
触
）
の
必
要
性
の
自
覚
が
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
し
て
、
東
京
師
範
附
小
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
子

ど
も
の
知
識
に
つ
い
て
の
発
達
観
に
基
づ
く
「
教
科
」
が
（
た
と

え
す
べ
て
の
「
教
科
」
に
つ
い
て
で
は
な
く
て
も
）
、
構
想
さ
れ
て

い
た
と
み
な
せ
る
の
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
、
東
京
師
範
学
校
に
比
較
的
近
い
者
た
ち
の
論
か
ら
、

す
で
に
明
治
二
〇
年
前
後
に
、
実
物
教
授
と
し
て
の
直
観
教
授
の

積
極
面
が
「
博
物
学
」
、
「
地
理
学
」
の
教
授
に
み
い
だ
さ
れ
る
と

考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
れ
は
、
し
ば
ら
く
後
に
「
開
発
教
授
」
を
め
ぐ
っ
て
な
さ
れ

た
論
争
の
な
か
で
、
「
開
発
教
授
」
に
対
L
批
判
す
る
側
か
ら
も

認
め
ら
れ
る
肯
定
面
で
あ
っ
た
。
例
え
ぼ
、
本
庄
太
一
郎
は
、
「
如

氏
教
育
学
論
評
」
と
い
う
論
文
で
、
日
本
の
「
開
発
教
授
」
の
理

論
の
基
礎
と
な
っ
た
ジ
ョ
ホ
ノ
ッ
ト
の
論
を
批
判
し
な
が
ら
も
、

観
察
力
を
育
て
る
た
め
の
実
物
に
よ
る
教
授
は
、
「
外
界
ノ
有
形

物
二
就
テ
、
教
授
ス
ル
ノ
法
ト
ナ
ス
コ
ト
実
二
至
当
ナ
リ
ト
ス
。
」

3（
と
認
め
て
い
る
。

　
や
が
て
、
高
師
附
小
に
お
い
て
、
直
観
教
授
が
あ
る
学
年
段
階

で
の
あ
る
特
定
の
教
授
内
容
に
集
中
的
に
採
用
さ
れ
る
こ
と
が
構

想
さ
れ
て
い
く
の
は
、
こ
う
し
た
批
判
に
応
え
て
の
こ
と
で
も
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
上
述
し
て
き
た
よ
う
に
、
「
博
物
学
」
、
「
地
理

学
」
の
入
門
期
に
お
け
る
実
物
に
よ
る
教
授
は
、
「
開
発
教
授
」
が

ま
だ
隆
盛
だ
っ
た
こ
ろ
か
ら
主
張
さ
れ
て
い
た
。
低
学
年
の
「
教

科
」
と
し
て
の
「
直
観
教
授
」
の
設
定
は
、
こ
う
L
た
主
張
に
も

と
づ
く
実
践
の
延
長
線
上
に
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

あ
る
。

四
由

明
治
二
〇
年
代
高
師
附
小
に
お
け
る

　
　
　
　
　
直
観
教
授
実
践
の
展
開

　
①
高
師
附
小
の
教
育
課
程
に
お
げ
る
直
観
教
授
の
位
置
、
、
つ
け

　
明
治
二
〇
年
前
後
に
盛
ん
に
な
り
始
め
る
「
開
発
教
授
」
へ
の

批
判
を
行
う
者
は
、
当
然
、
高
師
附
小
に
も
い
た
。
し
か
L
、
そ

れ
ら
の
な
か
に
は
、
よ
り
適
切
な
直
観
教
授
の
あ
り
方
を
模
索
す

る
立
場
か
ら
出
さ
れ
た
も
の
も
あ
っ
た
。
『
改
正
教
授
術
』
の
こ

ろ
の
無
限
定
な
教
授
へ
の
実
物
教
授
の
適
用
の
誤
り
が
、
次
第
に

認
め
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
開
発
教
授
」
の
形
骸
化
は
批
判
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
、
L
か
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し
、
あ
る
内
容
の
領
域
に
つ
い
て
は
、
事
物
に
基
づ
く
教
授
が
不

可
欠
な
も
の
な
の
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
、
明
治
二
〇
年
前
後
に

直
観
教
授
の
実
践
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
た
高
師
附
小
の
関
係
者

の
立
場
で
あ
る
と
み
な
せ
る
。
そ
の
例
が
、
上
で
中
村
に
み
た
よ

う
た
「
地
理
学
」
の
初
歩
の
教
授
に
お
け
る
「
実
物
教
授
」
、
「
観

察
」
の
重
視
で
あ
っ
た
。

　
明
治
二
〇
年
代
中
頃
に
な
る
と
、
こ
う
し
た
主
張
が
、
「
教
科
」

の
編
成
と
し
て
も
具
体
化
し
て
く
る
。

同
時
に
、
徴
授
の
全
般
に
わ
た
る
原
理
と
し
て
浸
透
し
始
め
て
い

く
の
が
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
派
の
教
授
学
で
あ
っ
た
。
実
物
の
提
示
、

間
答
と
い
う
数
授
法
の
適
用
か
ら
、
教
授
段
階
の
取
り
入
れ
へ
の

変
化
が
そ
こ
に
は
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
高
師
附
小
に
お
い
て
は
、
直
観
教
授
の
適
用
範
囲
を
「
実
物
教

授
」
へ
と
隈
定
さ
せ
、
そ
れ
は
、
「
博
物
学
」
（
「
理
科
」
）
、
「
地
理

学
」
の
入
門
的
段
階
の
「
教
科
」
と
し
て
構
想
さ
れ
て
い
っ
た
。

そ
の
遇
渡
期
に
お
け
る
ひ
と
つ
の
例
が
、
一
八
九
一
年
の
『
顕
治

二
十
四
年
仮
定
　
高
等
師
範
学
校
附
属
学
校
規
則
』
に
登
場
し
た

「
小
学
科
」
（
当
時
の
「
尋
常
科
」
四
学
年
、
「
高
等
科
」
二
学
年

を
合
わ
せ
た
も
の
）
の
第
一
学
年
か
ら
第
三
学
年
ま
で
の
「
地
理

歴
史
」
と
し
て
の
「
近
易
ナ
ル
事
物
」
、
そ
し
て
第
四
学
年
の
「
近

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
）

易
ナ
ル
事
物
、
郷
土
ノ
地
理
、
地
球
及
日
本
史
話
」
で
あ
る
G
。

　
そ
こ
で
は
、
「
近
易
ナ
ル
事
物
」
は
週
一
時
間
、
「
近
易
ナ
ル
事

物
、
郷
土
ノ
地
理
、
地
球
及
日
本
史
話
」
は
週
二
時
間
の
授
業
が

行
わ
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も

「
仮
定
」
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
高
師
附
小
の
公
式
な
教
育
課

程
と
L
て
は
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
記

載
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
『
自
明
治
二
十
四
年
四
月
　
至
明
治
二
十

五
年
三
月
　
高
等
師
範
学
校
一
覧
』
に
示
さ
れ
た
小
学
校
の
課
程

は
、
従
来
と
変
わ
ら
ず
「
尋
常
小
学
科
」
四
年
、
「
高
等
小
学
科
」

二
年
の
編
成
の
ま
ま
で
あ
り
、
「
尋
常
小
学
科
」
の
「
教
科
」
と
し

て
も
「
地
理
」
、
「
歴
史
」
、
あ
る
い
は
「
理
科
」
に
相
当
す
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
3
）

　
　
　
　
　
　
　
　
3

は
記
さ
れ
て
い
な
い
（
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
「
仮
定
」
と
は
い
え
、
高
師
附
小
に
お
い
て
、

低
学
年
か
ら
の
直
観
教
授
を
、
「
教
科
」
と
し
て
独
立
さ
せ
た
「
近

易
ナ
ル
事
物
」
と
し
て
設
定
し
よ
う
と
し
て
い
た
と
い
う
事
実
は

認
め
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
明
治
二
〇
年
代
に
も
、
高
師
附

小
で
は
継
続
し
て
直
観
教
授
の
実
践
が
行
わ
れ
て
い
た
の
が
う
か

が
え
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、
低
学
年
か
ら
の
、
「
地
理
歴
史
」
と
い

う
領
域
に
お
い
て
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
学
年
段
階
で
、

こ
の
「
教
科
」
領
域
に
お
い
て
、
直
観
教
授
が
行
わ
れ
る
こ
と
が

ふ
さ
わ
し
い
と
い
う
見
解
を
高
師
附
小
の
関
係
者
が
持
っ
て
い
た

こ
と
を
表
し
て
い
る
。
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高
師
附
小
の
公
式
た
教
育
課
程
と
し
て
は
、
低
学
年
か
ら
の

「
地
理
」
に
相
当
す
る
「
教
科
」
と
し
て
、
一
八
九
四
（
明
治
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

七
）
年
度
か
ら
「
近
易
ナ
ル
事
物
」
が
登
場
す
る
G
。

　
②
明
治
二
五
年
『
小
学
科
教
授
細
目
』
に
お
け
る
「
地
理
歴

史
」
科
の
特
徴

　
上
に
み
て
き
た
よ
う
に
、
高
師
附
小
で
は
、
明
治
二
〇
年
代
も
、

低
学
年
か
ら
の
直
観
教
授
の
実
践
が
継
続
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
が

公
式
の
教
育
課
程
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
の
は
一
八
九
四
（
明

治
二
七
）
年
度
以
降
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
応
す
る
内
容
や
教
授

法
の
準
備
は
、
そ
れ
以
前
に
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す

な
わ
ち
、
一
八
九
二
（
明
治
二
五
）
年
に
発
表
さ
れ
た
『
小
学
科

教
授
細
目
』
の
内
容
が
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
当
時
の
小
学
校
に
お
け
る
教
科
目
の
設
定
は
、
一
八
九
〇
（
明

治
二
三
）
年
の
「
小
学
校
令
」
で
定
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
中
に
、

「
日
本
地
理
し
に
つ
い
て
は
尋
常
小
学
校
か
ら
加
え
る
こ
と
が
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
）

き
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
G
。
そ
の
た
め
、
高
師
附
小
の
『
小
学

科
教
授
細
目
』
で
は
、
「
日
本
地
理
」
の
授
業
を
「
尋
常
科
」
一
学

年
か
ら
行
う
と
し
て
、
そ
の
な
か
に
、
そ
れ
ま
で
の
低
学
年
直
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

教
授
に
つ
い
て
の
実
践
成
果
を
反
映
さ
せ
た
の
で
あ
る
G
。
高
師

附
小
で
は
こ
の
「
教
科
」
を
「
地
理
歴
史
し
と
名
づ
け
た
。

　
こ
の
「
地
理
歴
史
」
科
の
内
容
は
、
一
学
年
で
「
諸
物
の
位

置
」
、
二
学
年
で
「
方
位
ノ
諸
点
」
、
「
尺
度
」
、
「
教
室
ノ
測
定
」
、

三
学
年
で
「
校
舎
ノ
測
定
」
、
「
学
校
の
測
定
」
、
四
学
年
で
「
東
京

市
地
理
」
、
「
地
球
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
授
業

を
通
し
て
、
身
近
な
空
間
の
測
定
を
経
験
す
る
こ
と
で
地
理
的
感

覚
を
養
わ
せ
、
後
に
知
識
を
獲
得
す
る
時
の
基
礎
に
し
よ
う
と
い

う
の
が
、
こ
の
「
地
理
歴
史
」
科
の
中
心
的
な
目
的
で
あ
る
。

　
そ
L
て
、
そ
の
教
授
の
際
に
は
、
「
地
理
学
ヲ
授
ク
ル
ニ
ハ
実

地
ノ
景
状
ヲ
目
撃
シ
実
践
シ
且
ツ
之
ヲ
知
ラ
シ
ム
ル
ヲ
要
ス
」
、

「
地
理
ヲ
授
ク
ル
ニ
ハ
実
地
ノ
観
察
二
基
キ
以
テ
確
実
ナ
ル
智
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

ヲ
得
セ
シ
メ
ソ
コ
ト
ヲ
期
ス
ル
」
（
と
さ
れ
、
子
ど
も
自
身
に
よ

る
観
察
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
。

　
そ
L
て
、
そ
の
中
で
意
識
的
に
「
理
科
」
的
な
内
容
も
教
授
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
第
五
学
年
（
高
等
科
第
一
学
年
）
以

降
に
も
、
「
理
科
」
と
の
接
続
や
関
連
も
意
識
さ
れ
て
い
た
が
、
そ

れ
以
前
の
段
階
で
「
理
科
」
と
い
う
「
教
科
」
を
設
定
し
な
く
て

も
、
そ
れ
に
相
当
す
る
内
容
を
「
地
理
歴
史
」
科
で
教
授
す
る
と

し
て
、
次
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
「
郷
土
及
ピ
近
傍
ノ
地
形
方
位
等
児
童
ノ
目
撃
セ
ル
事
物
二
就

　
キ
テ
地
理
学
ノ
端
緒
ヲ
聞
ク
ノ
際
人
民
ノ
生
活
二
関
係
ア
ル
重

　
要
ノ
生
物
等
ヲ
モ
観
察
探
究
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
怠
ラ
ザ
ル
ベ

　
　
　
8
）

　
　
　
3

　
シ
」
（
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｝
」
こ
で
は
も
は
や
、
形
式
的
な
「
間
答
」
と
い
う
立
場
は
み
ら

れ
ず
、
子
ど
も
の
「
観
察
」
と
い
う
活
動
が
重
視
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
こ
の
『
小
学
科
教
授
細
目
』
に
お
げ
る

「
地
理
歴
史
」
科
と
い
う
「
教
科
」
は
、
そ
の
中
に
「
理
科
」
の

教
授
内
容
を
も
含
ん
だ
、
実
物
に
よ
る
教
授
を
担
当
す
る
領
域

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
き
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
高
等
科
第
一
学
年
の
「
理
科
」
の

教
授
に
お
い
て
、
「
第
一
段
　
予
備
」
、
「
第
二
段
　
教
授
」
、
「
第
三

段
　
応
用
」
と
い
う
教
授
段
階
を
用
い
て
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る

点
で
あ
る
。
「
地
理
歴
史
」
科
で
は
こ
の
よ
う
に
明
示
さ
れ
て
は

い
な
い
も
の
か
、
教
授
の
例
の
な
か
で
同
様
の
手
煩
を
ふ
ん
だ
手

続
き
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
「
（
二
）
教
室
内
諸
物
ノ
位
置
」
を
と

り
あ
げ
て
み
る
。

　
「
生
徒
ヲ
シ
テ
其
座
ス
ル
教
室
内
ノ
位
置
ヲ
唱
ヘ
シ
ム

　
　
床
ハ
足
ノ
下
ニ
ア
リ
天
井
ハ
頭
ノ
上
二
在
リ
壁
ハ
四
辺
ニ
ア

　
　
ル
コ
ト
ヲ
唱
ヘ
シ
ム

　
　
黒
板
上
二
四
壁
ノ
外
線
ヲ
描
キ
生
徒
ノ
言
二
従
ヒ
其
教
授
シ

　
　
タ
ル
諸
物
ノ
位
置
ヲ
描
写
ス
此
ノ
如
ク
シ
テ
教
師
ノ
描
写
終

　
　
ル
ト
キ
ハ
生
徒
ヲ
ッ
テ
石
盤
又
ハ
画
学
用
ノ
罫
紙
二
之
ヲ
写

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

　
　
サ
シ
ム
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
シ
」
（

　
こ
｝
」
で
、
上
の
「
理
科
」
に
示
さ
れ
た
段
階
で
、
こ
の
教
授
の

例
の
手
続
き
を
説
明
す
る
と
、
「
予
備
」
が
「
生
徒
ヲ
シ
テ
。
・
・

唱
ヘ
シ
ム
」
と
い
う
子
ど
も
の
活
動
に
よ
る
導
入
と
な
り
、
「
教

授
」
が
「
黒
板
上
二
。
。
。
描
写
ス
」
と
い
う
教
師
の
活
動
と
な

り
、
「
応
用
」
が
「
生
徒
ヲ
シ
テ
。
。
。
写
サ
シ
ム
ル
」
と
い
う
子

ど
も
の
活
動
と
い
う
よ
う
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
は
明
確

に
教
授
段
階
と
し
て
そ
う
し
た
教
授
の
手
続
き
が
意
識
さ
れ
て
い

た
か
ど
う
か
は
判
断
で
き
な
い
げ
れ
ど
も
、
少
な
く
と
も
別
の

「
教
科
」
で
明
示
さ
れ
て
い
た
教
授
の
段
階
に
相
当
す
る
教
授
の

手
続
き
が
ふ
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
レ
」

に
は
、
こ
の
『
教
授
細
目
』
の
特
徴
に
つ
い
て
稲
垣
忠
彦
が
指
摘

す
る
よ
う
に
、
「
実
物
科
以
来
の
開
発
主
義
教
授
法
の
伝
統
を
う

げ
つ
ぎ
つ
つ
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
主
義
の
教
授
段
階
を
参
照
し
つ
つ
構

成
さ
れ
た
、
教
授
過
程
の
合
理
化
と
い
う
志
向
を
認
め
る
こ
と
が

　
　
　
　
0
）

で
き
る
」
⑭
と
い
っ
て
よ
い
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
実
物
の

提
示
か
ら
問
答
へ
と
い
う
授
業
展
開
の
流
れ
が
、
「
予
備
」
・
「
教

授
」
・
「
応
用
し
と
い
う
教
授
段
階
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　
か
く
し
て
、
明
治
二
〇
年
代
の
高
師
附
小
に
お
げ
る
直
観
教
授

の
実
践
は
、
そ
の
教
授
内
容
を
入
門
期
の
「
理
科
」
（
「
博
物
」
）
、

「
地
理
」
に
限
定
さ
せ
な
が
ら
、
当
時
影
響
を
も
ち
つ
つ
あ
っ
た
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ヘ
ル
バ
ル
ト
派
の
教
授
学
も
と
り
い
れ
て
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

五
。
ま
と
め
と
今
後
の
課
題

　
以
上
、
本
稿
で
は
明
治
二
〇
年
代
の
高
師
附
小
に
お
け
る
直
観

教
授
の
実
践
の
展
開
を
明
ら
か
に
し
た
。
明
治
一
〇
年
代
の
「
開

発
教
授
」
が
ほ
と
ん
ど
の
「
教
科
」
に
適
用
さ
れ
る
教
授
法
と
し

て
実
践
に
移
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
「
観
察
」
を
重
視
す
る
と
い

う
方
向
性
で
直
観
教
授
に
ふ
さ
わ
し
い
教
授
内
容
を
構
想
L
て
い

く
と
い
う
実
践
の
姿
勢
が
、
高
師
附
小
で
は
み
ら
れ
た
。

　
こ
れ
は
、
幼
。
少
年
期
に
は
、
具
体
的
な
事
物
に
基
づ
く
教
授

が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
後
の
抽
象
的
な
知
識
の
教
授
の
基
礎
に

な
る
と
い
う
教
育
観
が
背
後
に
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ

し
て
、
そ
の
教
育
観
が
生
か
さ
れ
る
内
容
領
域
が
、
「
地
理
」
、
「
理

科
」
（
「
博
物
学
」
）
な
の
で
あ
っ
た
。
高
師
附
小
の
明
治
二
〇
年
代

の
「
教
科
」
構
成
の
試
み
、
そ
し
て
一
八
九
二
年
の
『
小
学
科
教

授
細
目
』
の
「
地
理
歴
史
」
科
に
示
さ
れ
た
教
育
内
容
編
成
の
特

徴
は
、
「
実
科
」
と
一
括
さ
れ
る
こ
れ
ら
「
地
理
」
、
「
理
科
」
な
ど

の
「
教
科
」
の
内
容
の
教
授
に
は
直
観
教
授
が
ふ
さ
わ
し
い
と
認

め
、
そ
れ
ら
を
ひ
と
つ
の
「
教
科
」
領
域
と
し
て
ま
と
め
あ
げ
た

こ
と
で
あ
る
。

　
そ
の
意
味
で
、
「
開
発
教
授
」
の
宿
し
て
い
た
、
「
間
答
」
と

「
観
察
」
と
い
う
教
授
法
と
し
て
の
特
徴
の
う
ち
、
「
観
察
」
に
関

連
す
る
部
分
が
、
明
治
二
〇
年
代
の
高
師
附
小
に
お
い
て
実
践
さ

れ
、
深
め
ら
れ
て
い
っ
た
と
み
る
ト
」
と
が
で
き
る
。
も
う
一
方
の

「
間
答
」
は
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
派
の
教
授
理
論
と
接
続
し
て
実
践
さ

れ
、
「
教
授
段
階
説
」
と
あ
わ
せ
て
各
「
教
科
」
に
わ
た
る
教
授
法

と
し
て
、
「
観
察
」
と
は
別
の
方
向
で
、
各
「
教
科
」
の
教
授
法
に

教
授
定
型
と
し
て
定
着
L
て
い
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う

⑭
。　

｝
」
う
し
た
「
観
察
」
に
重
点
を
置
く
高
師
附
小
の
試
み
は
、
そ

の
後
も
続
け
ら
れ
、
明
治
三
〇
年
代
以
降
に
は
、
よ
り
洗
練
さ
れ

た
内
容
を
持
つ
「
尋
常
小
学
地
理
歴
史
理
科
」
と
し
て
結
実
す
る
。

そ
れ
は
、
「
郷
土
科
」
や
「
活
動
主
義
」
と
い
う
、
直
観
教
授
以
外

に
外
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
新
し
い
教
育
の
動
き
を
目
本
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4

総
合
さ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
（
。

　
以
上
が
、
本
稿
で
明
ら
か
に
し
た
こ
と
の
ま
と
め
で
あ
る
が
、

残
さ
れ
て
い
る
課
題
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

　
ま
ず
第
一
に
、
『
小
学
科
教
授
細
目
』
の
編
成
ま
で
の
高
師
附

小
の
動
き
が
一
「
教
科
」
の
編
成
で
し
か
示
せ
な
か
っ
た
点
で
が

あ
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
広
く
、
当
時
の
史
料
に
あ
た
り
、
実
践
事

例
や
関
係
者
の
論
か
ら
、
こ
の
「
教
科
」
の
教
授
内
容
と
教
授
法
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の
実
際
の
姿
を
補
う
作
業
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
次
に
、
間
題
を
高
師
附
小
の
「
教
科
」
編
成
に
し
ぽ
っ
た
た
め
、

本
来
明
治
二
〇
年
代
の
教
授
法
に
つ
い
て
研
究
す
る
際
に
は
決
し

て
無
視
で
き
な
い
、
ヘ
ル
バ
ル
ト
派
摂
取
の
動
き
と
関
連
し
て
論

じ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
直
観
教
授
実
践

に
た
ず
さ
わ
っ
た
高
師
附
小
の
関
係
者
が
、
直
観
教
授
の
発
展
の

方
向
性
を
、
教
授
方
法
と
し
て
の
「
観
察
」
の
組
織
化
に
求
め
、

教
授
内
容
と
し
て
の
「
実
科
」
に
求
め
て
い
っ
た
と
は
い
え
、
本

稿
で
は
例
支
ば
「
教
授
段
階
説
」
の
影
響
を
示
し
た
よ
う
に
、
や

は
り
当
持
支
配
的
で
あ
っ
た
ヘ
ル
バ
ル
ト
派
の
教
授
学
は
意
識
し

て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
と
の
点
が
ど
の
よ
う
に
高
師
附
小
に
お
け

る
直
観
教
授
実
践
の
展
開
に
影
響
を
与
え
た
か
も
、
さ
ら
に
考
察

す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
そ
し
て
、
最
後
に
、
上
と
同
じ
理
由
に
よ
り
、
杜
会
的
背
景
か

ら
の
影
響
に
つ
い
て
も
、
ま
っ
た
く
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
「
実

科
」
の
重
視
は
、
実
業
教
育
の
振
興
の
主
張
と
結
び
つ
い
た
形
で

説
明
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
「
観
察
」
で
期
待
さ
れ
て
い
た
科
学

的
な
知
識
の
獲
得
は
、
国
家
と
し
て
の
科
学
。
技
術
の
振
興
の
主

張
と
ど
の
よ
う
に
関
連
L
て
い
た
の
か
、
こ
の
点
を
、
明
治
二
〇

年
代
の
政
治
的
。
経
済
的
背
景
と
い
う
枠
で
考
察
す
る
必
要
が
あ

る
で
あ
ろ
う
。

）！（）2（）3（）4（（6）（5））7（）8（
註　
伊
藤
四
三
九
「
明
治
初
期
の
開
発
教
授
に
つ
い
て
」
、
愛
知
学
芸
大
学

『
研
究
報
告
（
人
文
科
学
）
』
第
三
輯
、
一
九
五
四
年
。

　
堀
松
武
一
「
開
発
教
授
の
実
態
と
教
育
の
近
代
化
」
、
日
本
教
育
学
会

『
教
育
学
研
究
』
第
3
4
巻
第
2
号
、
一
九
六
七
年
。

　
西
脇
英
逸
「
明
治
期
近
代
外
国
教
育
思
想
の
受
容
－
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ

教
育
思
想
に
つ
い
て
1
」
、
大
阪
教
育
大
学
『
大
阪
教
育
大
学
紀
要
』
第

2
0
巻
第
W
部
門
、
一
九
七
一
年
。

麻
生
千
明
「
闘
発
主
義
教
授
法
の
受
容
と
展
開
－
父
兄
の
教
育
観
お

よ
び
教
師
の
意
識
に
焦
点
を
お
い
て
ー
」
、
東
京
教
育
大
学
大
学
院
教

育
学
研
究
科
教
育
学
専
攻
『
東
京
教
育
大
学
大
学
院
　
教
育
学
研
究
集

録
』
第
蝸
集
、
一
九
七
五
年
。

稲
垣
忠
彦
『
明
治
教
授
理
論
史
研
究
』
、
評
論
杜
、
一
九
六
六
年
。

一
中
川
隆
「
東
京
師
範
学
校
に
お
け
る
開
発
教
授
論
の
形
成
過
程
」
、
教

育
史
学
会
紀
要
編
集
委
員
会
門
日
本
の
教
育
史
学
　
教
育
史
学
会
紀

要
』
第
1
8
集
、
講
談
杜
、
一
九
七
五
年
。

伴
野
敬
一
「
長
野
県
に
お
け
る
開
発
主
義
教
授
法
の
導
入
過
程
一
能

勢
栄
と
明
治
1
0
年
代
後
半
を
申
心
に
し
て
－
」
、
信
濃
史
学
会
『
信
濃
』

第
2
9
巻
第
1
1
号
、
一
九
七
七
年
。

阿
波
根
直
誠
「
沖
縄
に
お
け
る
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
教
育
思
潮
に
つ
い
て

の
試
論
的
研
究
－
そ
の
受
容
遇
程
の
史
的
分
析
を
中
心
に
1
」
、
琉
球

大
学
教
育
学
部
刊
琉
球
大
学
教
育
学
部
紀
要
第
一
部
』
第
2
0
号
、

一
九
七
六
年
。
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9
　
小
松
周
吉
「
明
治
2
0
年
前
後
に
お
け
る
開
発
教
授
と
実
業
教
育
－
石

　
川
県
学
事
報
告
を
中
心
と
し
て
－
」
、
日
本
教
育
学
会
門
教
育
学
研
究
』

　
第
趾
巻
3
号
、
一
九
六
四
年
。

犯
　
今
野
三
郎
「
明
治
二
十
年
代
の
教
育
方
法
」
、
目
本
大
学
人
文
科
学
研

（　
究
所
『
研
究
紀
要
』
第
2
2
号
、
一
九
七
九
年
。

）u
　
中
川
隆
「
明
治
期
に
お
け
る
闘
発
主
義
と
間
答
法
の
発
展
」
、
東
京
学

　
芸
大
学
『
東
京
学
芸
大
学
紀
要
第
王
部
門
』
第
2
1
集
、
一
九
七
〇
年
。

1
2
　
梅
根
悟
「
杜
会
科
の
歴
史
」
、
石
山
脩
平
他
編
『
教
育
文
化
史
大
系

（　
皿
』
、
金
子
書
房
、
一
九
五
四
年
。

把
　
稲
垣
、
前
掲
書
。

八1
4
　
溝
上
泰
「
杜
会
科
教
育
方
法
論
の
研
究
一
わ
が
国
に
お
け
る
直
観
教

（　
授
の
成
立
（
そ
の
4
）
－
」
、
広
島
大
学
学
校
教
育
学
部
門
広
島
大
学
学

　
校
教
育
学
部
紀
要
　
第
－
部
』
第
5
巻
、
一
九
八
二
年
。

蝸
　
川
合
章
『
近
代
臼
本
教
育
方
法
史
』
、
青
木
書
店
、
一
九
八
五
年
。

ω
　
若
林
虎
三
郎
．
白
井
毅
編
纂
『
改
正
教
授
術
　
巻
こ
、
引
用
は
稲
垣

　
忠
彦
編
門
近
代
目
本
　
教
科
書
教
授
法
集
成
（
全
十
二
巻
）
　
第
二
巻

　
　
教
授
法
書
2
』
、
東
京
書
籍
、
一
九
八
二
年
、
二
九
頁
。

1
7
　
若
林
虎
三
郎
・
白
井
毅
編
纂
『
改
正
教
授
術
　
巻
二
』
、
引
用
は
同
上

（　
壷
周
、
　
一
二
二
頁
。

姻
　
同
上
書
、
　
一
四
二
頁
。

八1
9
　
丸
尾
錦
作
「
実
物
課
」
、
『
東
京
茗
渓
会
雑
誌
』
第
四
八
号
、
一
八
八
七

（　
年
一
月
。
な
お
、
丸
尾
は
後
に
学
習
院
教
授
。

2
0
　
例
え
ぱ
、
湯
本
武
比
古
「
秋
田
県
学
事
巡
視
日
記
し
、
同
東
京
若
渓
会

　
雑
誌
』
第
三
四
号
、
一
八
八
四
年
一
一
月
な
ど
。

）
　
　
　
、
，
ノ

羽
　
犯
と
同
じ
、
三
〇
頁
。

パ
（

2
2
　
同
上
書
、
三
一
頁
。

パ2
3
　
同
上
書
、
三
二
頁
。

八2
4
　
山
縣
悌
三
郎
「
博
物
学
教
授
法
一
班
」
、
『
東
京
茗
渓
会
雑
誌
』
第
二

　
六
号
、
一
八
八
五
年
三
月
。

）2
5
　
中
村
五
六
「
地
理
学
教
授
論
」
、
『
東
京
著
渓
会
雑
誌
』
第
六
四
号
、

　
一
八
八
八
年
五
月
。

）
　
　
　
）

蝸
　
2
4
と
同
じ
、
四
六
頁
。

パ
（

2
7
　
同
上
書
、
四
七
－
五
一
頁
。

パ
）

2
8
　
2
5
と
同
じ
、
一
八
頁
。
な
お
、
中
村
五
六
は
、
　
一
八
八
四
（
明
治
一

　
七
）
年
六
月
か
ら
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
三
月
ま
で
、
高
師
附
小

　
の
訓
導
で
あ
っ
た
。

2
9
　
同
上
書
、
一
九
頁
。

八3
0
　
同
上
。
L
か
し
、
地
理
上
の
範
囲
が
広
く
な
る
と
、
こ
の
原
則
は
適

　
用
さ
れ
ず
、
例
え
ぼ
目
本
の
地
図
を
学
習
す
る
と
き
は
、
ま
ず
目
本
全

　
体
を
教
授
す
る
と
さ
れ
て
い
る
（
「
平
易
ナ
ル
全
ヨ
リ
部
二
及
フ
ヘ
シ
」

　
－
同
上
書
、
二
二
頁
1
と
主
張
さ
れ
て
い
る
）
。

）3
1
　
本
庄
太
一
郎
「
如
氏
教
育
学
論
評
」
、
『
教
育
報
知
』
第
二
百
七
号
、

（　
一
八
九
三
年
三
月
。

3
2
　
『
明
治
二
十
四
年
四
月
仮
定
　
高
等
師
範
学
校
附
属
学
校
規
則
』
、

　
一
八
九
一
年
筑
波
大
学
図
書
館
所
蔵
。

）3
3
　
『
自
弱
治
二
十
四
年
四
月
　
至
明
治
二
十
五
年
三
月
　
高
等
師
範
学

（　
校
一
覧
』
、
一
八
九
二
年
筑
波
大
学
図
書
館
所
蔵
。

跳
　
『
明
治
二
十
七
年
十
一
月
調
　
高
等
師
範
学
校
一
覧
』
、
一
八
九
四
年

（
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）53（）63（（38）（37）（41）（40）（39））24（
筑
波
大
学
図
妻
館
所
蔵
。

　
「
小
学
校
令
　
第
三
条
」
（
明
治
二
十
三
年
十
月
七
日
　
勅
令
第
二
百

十
五
号
）
。
文
部
省
『
学
制
百
年
史
　
資
料
編
』
、
ぎ
ょ
う
せ
い
、

一
九
七
二
年
、
九
十
頁
。

東
京
茗
渓
会
編
『
東
京
高
等
師
範
学
校
附
属
　
小
学
科
教
授
細
目
』
、

東
京
茗
渓
会
、
一
八
九
二
年
。

同
上
書
、
　
二
一
四
頁
。

同
上
書
、
二
九
－
一
二
〇
頁
。
な
お
、
先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
『
小
学
科
教
授
細
目
』
が
「
理
科
」
の
教

授
に
あ
た
っ
て
、
自
然
の
共
同
性
、
相
互
依
存
性
を
強
調
す
る
、
F
．

ユ
ソ
ゲ
の
立
場
を
採
用
し
て
い
る
｝
」
と
は
、
「
理
科
」
教
育
史
と
し
て
も

興
味
深
い
点
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

稲
垣
、
前
掲
書
、
一
四
七
頁
。

前
出
『
小
学
科
教
授
細
目
』
一
二
二
－
三
頁
。

　
「
間
答
」
が
ど
の
よ
う
に
明
治
二
〇
年
代
に
実
践
さ
れ
た
か
に
つ
い

て
は
、
u
の
中
川
の
論
文
、
お
よ
び
豊
蘭
久
亀
『
畷
治
期
発
問
論
の
研

　
　
（

究
－
授
業
成
立
の
原
典
を
探
る
1
』
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
　
一
九
八
八

年
、
を
参
照
。

こ
の
経
過
に
っ
い
て
は
、
拙
稿
「
関
治
後
期
東
京
高
師
附
小
に
お
け

る
直
観
原
理
に
ょ
る
特
設
教
科
の
歴
史
的
展
開
」
、
筑
波
大
学
大
学
院

博
土
課
程
教
育
学
研
究
科
『
教
育
学
研
究
集
録
』
第
1
4
集
、
一
九
九
〇

年
、
を
参
照
。
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